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五
月
二
十
三
日
（
月
）、
徳
山
会
館
建
設
地

で
あ
る
藤
橋
地
区
の
開
田
地
内
に
お
い
て
起

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
旧
徳
山
村
八
地
区
の
代
表
者
を

は
じ
め
、
宗
宮
町
長
、
県
議
会
議
員
、
町
議

会
議
長
、
町
議
会
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
お
よ

び
関
係
者
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
っ

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
「
移
転
さ
れ
た
旧
徳
山
村
の

方
々
の
望
郷
の
場
と
し
て
完
成
を
期
待
し
て

い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

谷
汲
中
央
診
療
所
で
は
、
五
月

十
日
の
「
看
護
の
日
」
に
窓
口
で

記
念
品
を
手
渡
し
て
看
護
の
日
の

Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。
看
護
の
日
は

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
で
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
看
護
の
心
、
ケ
ア

の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
広
く
国

民
が
分
か
ち
合
う
こ
と
が
目
的
で

す
。
来
院
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
記
念

品
を
嬉
し
そ
う
に
受
け
取
る
と
、

待
合
室
に
展
示
さ
れ
た
写
真
や
作

品
を
熱
心
に
見
入
り
、
看
護
の
尊

さ
を
改
め
て
感
じ
て
み
え
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
二
日
（
日
）
に
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
揖
斐
川
消
防
団
、
谷
汲
消
防
団

が
参
加
し
、
揖
斐
川
町
揖
斐
川
・
谷
汲
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
揖
斐
川
消
防
団
十
五
チ
ー
ム
、
谷
汲
消
防
団
七
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ

車
の
部
に
は
揖
斐
川
消
防
団
十
一
チ
ー
ム
、
谷
汲
消
防
団
七
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の

厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、
操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　
〈
揖
斐
川
消
防
団
〉

　
　
　

優　

勝　
　

揖
斐
分
団
第
二
班

　
　
　

準
優
勝　
　

小
島
分
団
第
二
班

　
　
　

三　

位　
　

小
島
分
団
第
一
班

　
　
　

四　

位　
　

北
方
分
団
第
二
班

　
　
　

五　

位　
　

大
和
分
団
第
二
班

　
　
　

六　

位　
　

清
水
分
団
第
二
班

　
〈
谷
汲
消
防
団
〉

　
　
　

優　

勝　
　

第
二
分
団
第
三
班　

　

　
　
　

準
優
勝　
　

第
二
分
団
第
一
班

　
　
　

三　

位　
　

第
六
分
団
第
二
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　
〈
揖
斐
川
消
防
団
〉

　
　
　

優　

勝　
　

揖
斐
分
団
第
二
班

　
　
　

準
優
勝　
　

揖
斐
分
団
第
一
班

　
　
　

三　

位　
　
　

永
分
団
第
二
班

　
　
　

四　

位　
　

大
和
分
団
第
二
班

　
〈
谷
汲
消
防
団
〉

　
　
　

優　

勝　
　

第
三
分
団
第
一
班

　
　
　

準
優
勝　
　

第
四
分
団

　
　
　

三　

位　
　

第
一
分
団
第
二
班

第
一
回�

揖
斐
川
�
谷
汲
消
防
操
法
大
会

徳
山
会
館
起
工
式
�
行
�
�
�
�
�

看
護
�
日

小型ポンプの部
揖斐川消防団　優勝
揖斐分団第２班

小型ポンプの部
谷汲消防団　優勝
第２分団第３班

ポンプ車の部
揖斐川消防団　優勝
揖斐分団第２班

ポンプ車の部
谷汲消防団　優勝
第３分団第１班


